












平成30年2月14日
健 康 長 寿 課

「徘徊高齢者伝言板システム」の導入
～認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らしていくために～

認知症による徘徊行動がある高齢者が、徘徊発生時に速やかに家族の元に戻ることがで
きるよう、二次元コードが印刷された見守りシールを利用した、新たなシステムを導入し
ます。

１ 内 容 今回、掛川市で導入する「徘徊高齢者伝言板システム」では、二次元
コードの印刷されたシールを徘徊行動がある高齢者の家族に事前配布し、
徘徊が発生したときには、徘徊している高齢者の発見者が二次元コードを
読み取ると伝言板が表示され、発見者が現在の居場所等を入力すると家族
宛にメールを自動送信。発見者と家族の双方で直接やり取りできるため、
24時間 365日いつでも素早く高齢者を迎えに行くことが可能となります。

２ 配布対象 市内に住所を有し、下記①から③のいずれかに該当する高齢者

① 介護保険法に規定する要介護者又は要支援者で、徘徊行動のあるもの

② 医師により認知症と診断されたもの

③ ①及び②に掲げる者に準ずる者として市が認めたもの

３ 配布内容
耐洗コードラベル（衣類アイロンプリントタイプ、２．５㎝×５㎝）・・・30枚
蓄光シール（シールタイプ、２．４㎝×４．５㎝）・・・10枚

４ 導入時期
平成30年２月から

５ 周知方法
広報かけがわで市民へ向けて事業ＰＲをするとともに、区長会や民生委員児童委員

の他、警察や消防に対しても、周知・協力依頼し、より効果的に活用できる体制づく
りを進めます。
また、既に市やふくしあ（地域包括支援センター）が支援をしている徘徊高齢者に

対しては、訪問時等に直接事業の説明を行い、利用を促していきます。

担当者名 太田光昭・森下裕
電話番号 ２１－１１４２
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